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   A 77-year-old male was admitted for the examination of post renal acute renal failure. Blood 
examination revealed renal dysfunction and elevation of carcinoembryonic antigen (CEA). Com-
puted tomography and retrograde pyelography showed bilateral hydronephrosis due to ureteral 
stenosis. He died of renal failure and autopsy was done. Histologic findings showed moderately 
differentiated adenocarcinoma of the prostate associated with endometrioid and mucinous carcino-
ma, and metastases of retroperitoneal lymph nodes and multiple bones. Immunohistochemically, 
endometrioid carcinoma was positive for prostatic acid phosphate (PAP) and prostatic specific 
antigen (PSA), and negative for CEA. Mucinous carcinoma was negative for PAP and PSA, and 
positive for CEA. Including our case, 29 cases of endometrioid and 32 of mucinous carcinoma of 
the prostate reported in the Japanese literature are reviewed. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 41: 805-807, 1995) 















入院時現症=体 格中等度.血圧,脈 拍正常.表 在 リ
ソパ節は触知せず,胸 部は右下肺野に呼気性乾性 ラ音
を聴取.腹 部は平坦,軟 だが下腹部より両下肢にかけ
て浮腫を認 めた.直 腸指診 にて前立腺は弾性硬で圧
痛,腫 大 は なか った,
入 院時 検 査 成 績:宋 梢血 にてRBC355×104/mm3,
Hb9.49/dl,Ht31.3%と軽 度 の 貧血 を認 め た.血 液
生 化学 で はBUN84mg/dl,creatinine5.Omg/d1,
K5.9mEq/lと腎機 能 の低 下 を 認 め,CRPは12.8
mg/dlと上 昇 して い た.腫 瘍 マ ー カ ーはCEA61ng
/m1,CAl9-949u/ml,TPA490u/m1と高値 を呈
した が,PAP,PSAは 正 常 で あ った.検 尿 で は 潜血
(+)であ る も尿細 胞 診 は 陰 性 で あ っ た.
X線 検 査 所 見:CTに て 両 側 水腎 症 を認 め たが,そ
の 原因 は 明 らか では な か った.逆 行 性 腎 孟造 影 では 両
側 尿管 が 中 部 か ら下 部 に か け て辺 縁 不 整 に 狭 窄 して い
た.ま た 胸 部X線,胃 内視 鏡 に お いて 異 常 所見 は なか
ったが,骨 シ ンチ では 両 側 肋骨,背 椎 骨,両 大 腿 骨 近
位側,右 後頭 部,右 仙 腸 関節 部 に異 常 集積 が あ り,多
発 性 転 移 が疑 わ れた.
以上 よ り両 側 尿管 狭 窄に よる 腎後 性 急 性 腎不 全 と診
断 し,両 側 にD-Jカ テ ーテ ルを 挿入 した,そ の 後 腎
機 能 は一 時 改 善 した が,腰 部 か ら仙 骨 部 へ の疹 痛 が 増
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PAPは大部分が正常値を呈 していた.た だ しPSA
に関しては類内膜癌で6例中3例,粘 液癌で9例中6
例上昇してお り,比較的有用な腫瘍マーカーと思われ
る.またCEAに 関 しては 粘液癌において10例中6
例が上昇 していた.癌 細胞の粘液産生能とCEA上
















また 粘液癌 ではCEAが 高値を示 した6例 中4例 に
CEAの免疫組織染色がおこなわれ,そ のうち3例 が





















なお,本 論文の要 旨は,第150回日本泌尿器科学会 関西地
方会において発表 した.
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